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ご あ い さ つ 
理事長 染野 和成 

私は電動車椅子を運転することが大好きなおじいさんです。もちろん、身体障害が

ある自分にとって移動できる足であり、時には物を運ぶ手にもなるこの車椅子。しか

し、たかがジョイスティック 1 本を握り、前後左右に動かし、意のままに行きたいと

ころに自分で行けるただの道具？ではなく、自分が動くための、自分がやりたいこと

を、思うことも、時には夢をも運んでくれる乗り

物にもなる。 

 電動車椅子を見かけてか丸２年。２３歳当時。

自分は障害者施設に入所しており、そのころの障

害年金では購入出来る訳もなく、帰省した折、亡

き父に相談、資金を出してくれた。２３歳の春に

初の電動車椅子を手に入れることになる。 

 それからは電動車椅子を操ることに夢中になり、

そのうちにより遠くに行くようになり、バッテリーが消耗すればただの重い車椅子な

のに、覚悟して隣町に住む友人の所へ充電器を携えて１日がかりの走行を楽しむよう

になる。 

 電動車椅子を操るワクワク感、期待感、夢はますます大きくなるばかり。 

 操縦をはじめ５年目、２４時間一人耐久走行を計画。１組のバッテリーでは何ｋｍ

走行可能から初め、介護のボランティアさんは何人必要で、休憩地点、更には食料は

ーーーー。大事なバッテリーは電動車椅子乗りの友人のを無理やり借用。８０㎞先の

実家をめざし、台風の強い雨の中をスタートしたっけ。きつかったけど良い経験にな

った。楽しかった。 

 この先、北海道８００ｋｍ走行、そして、しまなみ海道走破と続くのですが、そろ

そろ暴走(笑)を止めなくてはなりませんね。いつかまた何処かで。（染野 記） 
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ぺデストリアンデッキ  

令和７年４月１１日 
 

取手駅西口開発の一環でペデストリアンデッキに設置する点字ブロック

の配置について市役所から意見を求められました。  
最近、バリアフリーに関する意見を市側から求められることが多くなりま

した。当事者の意見を取り入れていただけるのはありがたいことだし、で

きる限りの協力は惜しみません。 
ＮＰＯ法人活きるは肢体不自由者の団体で点字ブロックに有効な意見を

提供できるかいまいち

でしたが、あいサポー
ト運動で学んだ想像力

を駆使して思い当たっ

たことは言いました。
特に点字ブロックの誘

導先に何があるかをわ

かるようにしたら安心
だと思いました。 どの

ように示したらよいか

は難しいですが音声だ
と色んな方に理解できると思いました。 

     （宮脇 記） 

 
 

令和７年 ５月１１日 

総勢１６人でオー
プンで BBQ を開催

したのはコロナ禍以

降初めてです。もち
ろん久しぶりの方も

多く、初めての方も。

遠くは横浜、日立か
らの参加！！ 

みんな久しぶりの気

楽な飲み会で大騒ぎ
でした。積もり積も

った話がいっぱいできて、とてもいい時間を過ごせました。こんな、集ま

りの大切さを痛感しました！！ 

 

バーベキュー大会 
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令和 7 年 6 月 21・２２日 

【１日目】 

令和７年度春の国交省認定移送サービス運転者講習会の１日目です。 

今年も宮脇が「移動サービス概論」「移動サービスに必要な運転知識と理解」「利用者

理解」「セダン車講習」の４コマを受け持ちました。 

今年の受講者は１６人と盛況です。若い方もいて、期待しています。 

「移動サービス概論」は移動サービスとはなんぞやと基本的なサービスの目的とシ

ステムを聞いてもらいました。 

「移動サービスに必要な運転知識と

理解」は体がご不自由な利用者に快適

な移動を提供するための運転技術や配

慮についてお話ししました。 

「利用者理解」は毎度、宮脇の得意

分野なので、中身の濃い講義をしたつ

もりです。障害の種類別の特徴や配慮

の仕方をエピソードを多く交えて話し

ました。活動経験が長く、当事者の友

達も多いので引き出しは豊富だと思っ

ています。 

最後の「セダン車講習」他の講義と重複するところが多く、セダン車特有の注意す

るところだけ短く終わらせました。 

まる１日４コマの講義はさすがに疲れます。 

 

【２日目】 

講習の２日目は実技につながる内容です。午前中は接遇と介助ということで利用者

さんと接しかたと介助技術の講義の後、

午後の実技チェックのための予習です。 

午後は２班に分かれて。一方は福祉車

両に実際に接して取り扱い方法や注意事

項を学びました。もう一方は介助技術と

公道に出て運転実技のチェックを受けま

した。 

１６名全員が無事に合格して修了証を

授与されました。みなさん、どこかの移

動サービス団体に登録して移動困難者の

ために貢献してほしいと思います。 

 
３ 

運 転 者 講 習 会 



 

 

８月２４日 

とりで障害者協働支援ネットワーク主催の夏休みボランティア講座が開催されまし

た。 

今回は小学４年生～６年生の子ども達を対象に、取手

市が計画しているあいサポートキッズ研修のテストケー

スでの開催です。６人の子どもたちが参加してくれまし

た。最初は緊張しているのか言葉が少なかったですが、

すぐにみんな仲良しになり積極的に言葉が出るようにな

りました。 

まず視覚、聴覚、肢体不自由の障害を動画で見た後にそれぞれの不自由さ体験もして

もらいました。 

みんな騒ぎながら楽しみながら体験してくれました。その後、ユニバーサルデザイ

ンの意味や実際、そして、昼食を摂った後の午後はユニバーサルスポーツの体験。今

回はボッチャと卓球バレーを楽しんでもらいました。 

講座のすべてを終えて感想を書いてもらい、また意見

を聞きました。想像していた以上に障害に興味を持っ

てくれて講座の主旨である困っている人を見たら声を

かけてお手伝いをするという意見をみんな書かれてい

ました。皆さん、とても素直に反応してくれて、子ど

ものうちに経験・体験する重要性を感じました。 

 

     相談員研修 
９月２６日 

取手市では身体障害者福祉法の規定により身体障害者相談

員が設置し、身体に障害のある者の福祉の増進を図るため，

相談に応じるとともに，更生のために必要な援助を行うこ

とを目的とする。市は障害者の福祉増進に熱意を有し，奉

仕的に活動することができ，かつ，地域の実情に精通して

いる者を身体障害者相談員として委嘱するとしている。 

 一昨年度から宮脇が委嘱され、定期的に研修を受けなければいけない。今年度は９

月２６日セキショウ・ウェルビーイング福祉会館で開

催されました。今年の研修は「障害者が抱える消費者

トラブル」について講和がありました。被害の背景に

ある社会環境の変化や特徴・事例などを話され、被害

にあわないための対処法を教えていただき勉強になり

ました。 

                         ４ 

夏休みこどもボランティア講座 



 

 

 

●全国障害者スポーツ大会 

１０月の１２日(日)に滋賀県で開催された全国 障害者スポーツ大会、卓球バレーオ

ープン競技に茨城県代表で茨城卓球バレー愛好会が参加してきました。前日から会場

の近くのホテルに宿泊しました。僕は茨城、兵庫、栃木と今回の滋賀で４回目の全国

大会でした。家を出る時からワクワクドキドキしました。行きは東京駅で集合し新幹

線に乗り滋賀に向かいました。滋賀県の最寄りの栗東駅に着き、福祉タクシーで最寄

りのホテルまで向かいました。 

大会当日は、朝８時にホテルを出て、会場の栗東市民体育館に向かいました。 会

場に着くとみんな緊張していましたが、東日本エリアの埼玉や岩手など知り合いのチ

ームも多く、みんなで話しながら緊張をほぐしました。 

 試合が始まると緊張などで練習のよ

うにチーム全員がうまくいかず、予選

結果は１勝 1 敗１引き分けで残念なが

ら決勝トーナメントに参加できません

でした。 

悔しい気持ちはありますが、全国大

会に参加できて、プレーだけではなく、

チームメンバーやたくさんの参加者の

方と交流ができて良かったです。 

 

●茨城県卓球バレー大会 

１１月２２日(土)にひたちなか市総合運動公園で茨城県卓球バレー大会が開催され

ました。僕も参加しました。会場に着くと、知り合いのチームや関係者が多く、緊張

がほぐれました。大会はチャレンジクラス６チーム、イバラッキークラス 5 チームの

総当たり形式でした。僕は久しぶりに選手宣誓をしました。ちょっと緊張しました。 

試合は午前３試合、午後２試合でした。み

んなリラックスしてプレーしていたと思いま

す。試合が終わるたびにチームで意見交換を

していたこともありリードされていた試合も

逆転して勝つことができました。最後は愛好

会では初優勝することができました。みんな

優勝が決まった瞬間、涙と笑顔で、あふれま

した。僕は改めて感じました。仲間の大切さ、    

卓球バレー愛好会を応援していただいている

皆さんに感謝申し上げます。                   （勝山記） 
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勝山君の活動 



       感謝状贈呈式 

１１月２０日 

取手市では移送サービスで取手市の移動困難

者の外出支援活動に貢献しているボランティア

さんに感謝状を贈呈しています。 

昨日、その贈呈式が恭しく開催されました。

取手市長から今回の対象者の皆さんの活動に対

して賞賛と感謝のお言葉がありました。その後、

一人一人に市長から感謝状を手渡されました。 

 NPO法人活きるからは鳴海さんと生方さん

のお二人が受賞の対象となりました。 

式を終えて市長を囲んで記念写真で締めくく

られました。 

  

 

 

 

移送サービス報告 
 活きるの移送サービスは活動状況に変化はなく、相変わらずボランティア不足

で予約をお断りすることが多くなっています。特に車いすユーザー対応の福祉

車両の提供ドライバーが少なくてご迷惑をかけることが増えて心を痛めていま

す。現在の利用登録数は２１６人で、ま

だ新規登録は中断中です。利用希望の電

話は絶えないのですが、事情をお話しし

てお断りしている状況です。 

 取手市も高齢化が進んでいて、福祉利

用（介護保険、障害認定者）以外にも高

齢による長距離歩行困難でバス停まで行

くことができないという方が多くいて、

取手だけでなく全国的でも深刻な状況で

す。NPO法人活きるでは市の移動担当部

署にいろいろ提案して新たな移動環境の

整備を熱望しているところです。 
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12月17日 • 

市の職員さんたちを対象に一般避難所にお

いて障害者の対応についてお話しました。特

に受付の際が一番混乱するので、以前おこな

った訓練の状況をお伝えしました。障害者対

応に慣れていない職員に応用や配慮を期待で

きないのでマニュアルを作成し、関わる職員

さんに理解してもらうことが大事だと思って

います。素案を作り訓練を重ねて問題点を整

理して作成する。それもできるだけ早く。作成に当たっては協力を惜しまないし、当

事者の協力も問題ありません。我々が作った「障害者のための防災マニュアル」は、

災害時の障害者への配慮のバイブルだと思っていて、その内容を理解すれば応用が効

きます。また、車椅子障害者は災害の際に移動が困難で福祉車両の必要性を訴え、市

で何台かの福祉車両の所有提供をお願いしました。 

 

  

皆さん、こんにちは！会員の岸です。 

 新年会やBBQに楽しく参加させていただいております！ 

 なかなか皆さまと一緒になって活動することがないのですが、陰ながらその活動を

応援しております。何かお役に立てることあれば、今後、

皆さん！申しつけください！ 

 話変わりますが、地域のご高齢の方の情報誌「あわい」

を仲間と一緒に作っております。NPO活きるの会員の皆

様にもその情報誌がお役に立てば幸いです。 

 情報誌「あわい」は、医療、介護、福祉、生活に伴う情

報を載せております。今後、介護が必要になってくる方、

独居で頼れる家族が居ない方、認知症の家族を支えている

家族、高齢者施設に入所したいけどどんな施設があるか分

からない方、そんな方々やその家族の皆さまに教えてあげ

たい気持ちで情報誌を作成しています。時々、理事長もぷらっと載っています！

2026年は4月号、7月号、10月号を作成予定です。楽しみにしていてください。          

（YORIAI 岸） 

 

「あ わ い」の紹介 

一般避難所における障害者への対応 
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１月２０日 

 年に一度、会員さんたちが一堂

に会する機会が新年会です。 今

年は２７人の方が集まりました。

当初参加予定の４名が体調不良な

どで急遽欠席でした。会場はいつ

もの取手駅東口の伊太利庵ボーノ

さんです。この人数で車いすの方

が入れるお店はここしか知りませ

ん。 

 さて、開始時間の１２時には勢

ぞろいです。なかなか壮観です。

理事長の新年の挨拶から始まり、

移送サービスリーダーの乾杯の音頭で宴が始まりました。普段、なかなか会えない方

たちどうしのおしゃべりが弾み、とても賑やかです。年にたった一度ですがとても大

切な交流の機会です。 

 

 

 

2 月 28 日  

プライバシー設定: あなたの友達 

今日は JCOM 茨城主催の安心安全サポーター交流会があり、満理子と参加し

てきました。 

安心安全サポーターとは地域の防災・災害情報を JCOM に情報提供する方た

ちで１８人のメンバーがいて、僕もその一人です。今日はそのうちの１０人が

土浦の本社に集まり各地の活動報告し

て情報共有をしました。 

皆さん本来の活動（自治会や民生委員、

地域活動）をしながらすごく中身の濃

い活動報告がありすごいなあと素直に

感じました。 

僕はネットワークで継続している災害

時の障害者の対応についてマニュアル

を元 

 

に話しました。 

令和 8 年 新 年 会 

 

安心安全サポーター交流会 



障害弱者の対応について興味を持ってもらえたと思います。 

 

 

 

３月１２日 

恒例の障害者・児ボランティア講座が今日ありまし

た。 

身体障害者（肢体不自由者）はいつも宮脇が担当し

宮脇満理子も参加します。 

今年の受講者は５名で現役で障害者の在宅支援され

ている方が一人いました。他の方は障害者支援に興味

があって理解を深めるために来られました。 

いつも通り満理子の発症がきっかけで障害者に関わるようになったお話から、

活きるの活動説明の後、具体的に障害者ボランティアをやるにはどんな意識を

持って接したら障害者の期待に添えるかをお話ししました。 

あくまでも宮脇の経験から得られたものなので、正解かどうか分かりませんが、

少しでもお役に立てば嬉しいです。 

 

楽ちん介護 
3 月１６日 

初夏のよそおいを感じるこの頃、

９人もの受講者が来られました。久

しぶりの盛況です。在宅介護の方が

いないのも珍しいことです。現役の

方が５名、勉強のためが４人。その

うちの一人は歯科クリニックのスタ

ッフで患者さんに高齢の方が増えて

介助する場面が増えたそうで、とて

も志が高いと思いました。 

●福祉行政に参加● 

※取手市：自立支援協議会、あいサポート運動、移送サービス運営協議会、地域

支え合いづくり推進協議会、市公募補助金検討委員、福祉まつり実行

委員会、身体障害者相談員 

※社会福祉協議会：理事、社協強化計画策定委員、社協ボランティア運営協議会、

赤い羽根配分委員、社協だより編集委員、各種講座講師派遣 

８ 

障害者・児支援ボランティア講座 



※とりで障害者協働支援ネットワーク：代表、役員、広報、防災、就労、障害者

週間、ボランティア講座 

 

                                          

１２月６日 

障害者週間初日の午前中は、毎年、とりで障害者協働支援ネットワーク主催のバリ

アフリー探検隊です。 

 市内各所のバリアフリー状況を確認し、問題のありそうな箇所は市へ提言します。 

 今年は取手駅西口が都市計画で大きな改修をされたので、その結果の探索にしまし

た。あらかじめＮＰＯ法人活きるには助言を依頼されたので、その結果が反映されて

るかの確認でもあります。 

 交流センターに参加者が集まり、挨拶と今日の計画と主旨、そして車椅子の介助に

ついて安全のための３つの指示を出しました。その後、寺原駅まで車いす体験を交え

て行進。常総線に乗って取手駅まで行きました。常総線取手駅ではエレベーターがな

いので車椅子ユーザーは特殊エスカレーターで改札階に行きます。一般の人はあまり

見たことがない光景なので興味を持たれたことでしょう。 

 駅西口のペデストリアンデッキに集まり、先ずは赤い

羽根募金の PR も兼ねて集合写真です。その後、エレベ

ーターで地上に降り大きな改修部分を皆さんに見てもら

いました。以前は大きな傾斜があり車椅子ユーザーは怖

い思いをしましたが、大きな改善が見られました。短い

時間の探索でしたが、後ほど参加者にはアンケートを提

出していただき、必要に応じて市へ提言します。 

 

 

 活動会員・賛助会員を募集しています 

一緒に NPO 法人活きるの活動に参加してみませんか 

  皆様のご参加をお待ちしています。 

  

活動会員 個人・年会費 ２，０００円 

      団年・年会費 ３，０００円 

  

 賛助会員 個人・年会費 1 口 1,000 円 １口以上 

      団体・年会費 1 口 2,000 円 １口以上 

    （活動・賛助会員の総会議決権はありません） 

 

 振込先 

・郵便振替  ００１９０－７－７７８９４８ 

       ・口座名義  「特定非営利活動法人活きる」 

２０２６年 令和８年 ５月 １日発行 

発行所 NPO 法人 活きる 

発行者 染野 和成 

編集者 鈴木 澄利 

連絡   〒302-0022 取手市本郷５－４－２１  

TEL/FAX 0297-73-8361 

ikiru7228@gmail.com 
http://npoikiru.stars.ne.jp/ 
https://www.facebook.com/npoic 
http://npoikiru.stars.ne.jp/ 

 
編集後記 
 活きるの活動は多岐にわたり、活動内容
を多くの方々に分かりやすくお伝えするた
めに、年に一度悪戦苦闘しています。今回
も掲載内容が多く、納期が短い注文でした
がなんとか応じることができました。 
  

                       
編集担当 鈴木 澄利 
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